
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋弛緩作用 中枢神経の機能抑制 

呼吸筋

の麻痺 

筋弛緩薬 

骨格筋の麻痺 

全身麻酔 

呼吸抑制 

体動困難 

循環中枢の 

抑制 

呼吸中枢

の抑制 

尿量の減少 

腎血流量の低下 

心収縮力の低下 

体温低下（低体温） 体温上昇 

体温調節中枢

の抑制 

（視床下部） 

末梢血管の拡張 

心拍出量

の減少 

血栓による肺動脈

の閉塞 

気道粘膜への刺激 

血圧低下 

副交感神経の抑制 

気道分泌物の増加 

生理的腸管麻痺 

気管挿管（人工呼吸器管理） 

末梢神経の抑制 

下肢静脈血で

の血栓形成 

術後喉頭浮腫 

腸蠕動運動の低下 

肺血栓塞栓

症 

肺炎 

術後イレウス 

気道分泌物の粘度の上昇 

無気肺 

深部静脈血栓症 

不整脈 

酸素消費量の 

増加 

静脈血のうっ滞 

術後せん妄 

麻酔ガス・酸素の吸入 

気道分泌物の貯留 

気道分泌物内での細菌増殖 

気道の線毛運動の低下 気道粘膜の乾燥 

術後舌根 

沈下 

気道閉塞 

肺胞の虚脱 

麻酔薬の使用 

同一体位の持続 

循環血液量の減少 

低酸素状態 

心拍数増加 

全身麻酔の関連図（一例） 


